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　よりよい大気をめざして
　　　　　自動車と燃料のさらなる挑戦　

２００２．２．２２

ガソリン車ＷＧ

ＪＣＡＰガソリン車ＷＧ報告

ＳＴＥＰ　Ⅰ
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１．ＳＴＥＰⅠ概要

２．排出ガス試験（テールパイプ）：現状把握

３．燃料マトリクス試験

４．蒸発ガス試験

５．ＳＴＥＰⅠまとめ

　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

1

報告内容
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１．ＳＴＥＰⅠ概要

1-1目的

• 既存車／既存燃料を用いた排出ガス・蒸発ガスの
実態把握および、　自動車対策技術／燃料対策
技術の検討

• 大気モデルWG 、経済性WG等への検討結果の反映

•

2

ＳＴＥＰⅠおよびＳＴＥＰⅡのWG活動への反映を目
的とした自動車技術・燃料性状と排出ガス・蒸発
ガスに関連する既存データの解析
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STEP　Ⅰ STEP　Ⅱ

1996
計画

既存データの解析

試験法の検討

1997 1998 1999 2000 2001

試験法の検討

計画

1-2　ＪＣＡＰ全体スケジュール　

　・走行試験　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　・燃料マトリクス試験　　　　

　　　・硫黄被毒再生試験　　　

・燃料マトリクス試験　　
　　　

・蒸発ガス試験　　　　　
　　　　　

・二輪車始動性試験　　
　　　

　　・大気ﾓﾃﾞﾙ用ﾃﾞｰﾀ取り　　　
　　　

将来車両技術・燃料技術試験既存車・既存燃料試験



5Ｊａｐａｎ　Ｃｌｅａｎ　Ａｉｒ　Ｐｒｏｇｒａｍ　

1-3　車両選定　

1-3-1　選定の考え方

既存車

目的 車両選定 選定理由
　・エミッションの現状　　　

把握　　　　　　　　　　
・エミッションへの影響　

把握（車両技術／　
ガソリン性状　　　　

・国内９６年型　
　９７年型車両　

・車両区分　　　　　　　　
・排出ガス対策　　　　　

システム　　　　　　
・市場保有台数　　　　

モデル
車　　

　　　　・1978年規制値比　　　　　
　1/3を目標とした　　

車両　　　　　　　　

　

　　・中央環境審議会答申
　　　　　　の対応車両にて　　　　　　

　

・既存車の選定基準　　
に準拠　　　　　　　　　　　

　　エミッションへの影響　　
把握（車両技術／　
ガソリン性状　　　　

　　　　　　　　　　　・対応可能なプロト車　　　
　　　　　　　　　・蒸発ガス対策：米国　

　　　　　　　　　　　規制対応仕様　　　　　
　　　　

　ＬＥＶ　　
・加州ＬＥＶ及び
95年蒸発ガス
規制適合車

　　　　　

・既存車の選定基準　　
に準拠　　　　　　　　　

　・海外技術評価　　　　　　
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1-3-2　選定結果
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P
as

se
ng

er
 

V
eh

ic
le



7Ｊａｐａｎ　Ｃｌｅａｎ　Ａｉｒ　Ｐｒｏｇｒａｍ　

11--44　燃料選定　燃料選定
1-4-1 選定の考え方

l 既存データの精査結果と今後の環境規制の方向性から、
蒸気圧を最優先にアロマ分，硫黄分，ベンゼンを検討。

l 蒸発エミッションを考慮した、低蒸気圧モデルガソリンとカ
リフォルニアフェーズⅡガソリンを確認。

　1-4-2　選定結果

　(ｲ)既存ガソリン ：７種類　・市場ガソリンの平均値性状
　・市場ガソリンの性状範囲
　　（蒸気圧，ｱﾛﾏ，硫黄分，ﾍﾞﾝｾﾞﾝ）

　(ﾛ)モデルガソリン ：２種類　・低蒸気圧モデルガソリン

　・カリフォルニアフェーズⅡガソリン
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1-4-3　供試燃料の主要性状

Current　Gasoline Model　Gasoline

G-1 G-2 G-3 G-4 G-5 G-6 G-8 G-9G-7
Base
Gas. RVP Aroma． Sulfur Benzene　RVP

Cal.
PhaseⅡ

Fuel　Code

RVP　　(kPa)

Benzene　(vol%)

Sulfur(mass　ppm)

T50　　(℃)

T90　　(℃)

Aroma.(vol%)

Olefins(vol%)

MTBE(vol%)

RON　　

65.5 59.0 75.0 65.0 66.0 64.0 65.0 55.0 45.5

0.8 0.8 0.8 1.0 1.1 0.8 3.2 0.8 0.8

22 22 20 20 18 96 20 22 21

92.5 93.0 92.0 92.0 97.0 92.5 91.5 96.5 97.0

162.5 162.0 162.0 160.5 164.0 161.5 162.0 162.5 148.0

29.9

11.0

<0.1

90.2

30.0

11.5

<0.1

90.2

30.0 22.2 37.0 29.9 31.6 31.8 24.2

10.6 12.2 12.0 11.4 11.2 11.1 4.0

<0.1 10.0

90.4 90.0 94.5 90.2 90.4 90.4 96.0

<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1
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1-5　評価方法　　
1-5-1　排出ガス

・測定項目 ：ＣＯ，ＴＨＣ，ＮＯＸ，ＣＯ２，（ＣＨ４，Ｎ２Ｏ）
ＮＭＯＧ，未規制物質

・測定方法 ：１０・１５モード、１１モード、その他
　　　　　　　　　＊試験は、８０００km走行後の車両で実施

　1-5-2　蒸発ガス
・測定項目 ：ＨＳＬ，ＤＢＬ，ＲＬ，キャニスター重量変化
・測定方法 ：Ｈ９中環審答申に基づく方法（ＨＳＬ、ＤＢＬ）

　 ＪＣＡＰで定めた方法（ＲＬ）
　1-5-3　その他　　　

・始動性試験（二輪車）
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     All     Stoichio .  Lean Burn  SIDI    Stoi chio.
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２．排出ガス試験（テールパイプ）：現状把握

2-1　排出ガス試験結果 ～10・15モード
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2-2　排出ガス試験結果 ～11モード



12Ｊａｐａｎ　Ｃｌｅａｎ　Ａｉｒ　Ｐｒｏｇｒａｍ　

2-3　排出ガスへの車両技術の影響

ア）検討技術 ：燃焼方式、燃料供給方式、ＥＧＲ、
触媒位置、触媒金属種、触媒方式等

イ）検討結果 ：１０・１５モードNOx、１１モードＨＣで
燃焼方式による差が見られた

Average　Emission １０・１５Mode　NOx １１Mode　ＨＣ

MPI　-S ０．０５ｇ／ｋｍ ２．１８ｇ／ｔｅｓｔ

MPI　-L ０．１４ｇ／ｋｍ １．７７ｇ／ｔｅｓｔ

SIDI ０．１８ｇ／ｋｍ ３．４１ｇ／ｔｅｓｔ
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2-4　既存車とモデル車の技術比較

モデル車の技術の狙いは　　　　

①触媒の効率向上（昇温効果向上、反応面積の増加）

②燃焼の改善　　　　　　

③空燃比、点火時期の高精度コントロール

であり具体的な内容は次表の通りである。
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採用頻度
の高い
順位 低エミッション化技術 狙 い

モデル車
３台中の
採用台数

付着燃料補正空燃比
制御　　　　　　　　　　　

タンブル／スワール
　ポート　　　　　　　　　　

直下型触媒

昇温狙いのｴｷｿﾞｰｽﾄ　
ﾏﾆﾌｫｰﾙﾄﾞ　　　　　　　

ダイレクトイグニッション

触媒のセル数・容量
の増加

１

２

３

最適空燃比の高精度ｺﾝﾄﾛｰﾙ　

燃焼室に強いﾀﾝﾌﾞﾙ・ｽﾜｰﾙを　　
　　　　　　　　　　　　　　　発生させ 燃焼を改善させる。　

エンジン近くに触媒を配置　　　　
　　　　することにより始動直後　　　　　　　　　

　　　　　　　　　からのエミッションを低減。　

　触媒の昇温を早める。　　　　　

点火時期制御の精度向上　　　

触媒反応面積の増加　　　 ３

２

３

１

１

２

エア アシスト付き　　
インジェクタ　　　　　　

混合気の微粒化を促進し燃焼を
改善　　　　　　　　　　　　　　　　　

１
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2-5　まとめ

① 供試車両の排出ガスは、既存車全車両の平均で５３年規制の１／２
～１／４のレベルであった。

② 燃焼方式で比較した場合、１０・１５モードＮＯｘが直噴・リーンバーン
車で、１１モードＴＨＣが直噴車で多い傾向があり、将来車両技術に
おける課題との一部と考えれらた。

③ 供試車両では、車両全体の技術パッケージで排出ガス対策を行って
いることから排出ガス浄化システムの要素技術毎の影響は解析でき
なかった。

④ モデル車の排出ガスの平均値は、既存車平均値の１／３～１／２０
であった。

⑤ モデル車に採用されているエンジン直下型触媒による触媒の早期活
性化等の車両技術が排出ガス低減に効果的であることが確認され
た。
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3．燃料マトリクス試験
3-1　試験結果
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Ｃｕｒｒｅｎｔ Prototype

Ｍｏｄｅ Mini　
Truck　

Passenger　Vehicles
Stoic. Lean　burn SIDI 　　Stoic.

ＣＯ ↓ ↓ ＊１ ～ ～ ↓
Aromatics １０・１５ ＨＣ ー ↓ ＊２ ～ ～ ー

３７→２２ NOx ー ↑ ＊３ ↓ ～ ↑
（ｖｏｌ％） ＣＯ ↑ ～ ↑ ↑ ～

１１ ＨＣ ↓ ↓ ↓ ↓ ～
NOx ↓ ↓ ＊４ ～ ↓ ～
ＣＯ ↓ ↓ ↓ ～ ～

Sulfur １０・１５ ＨＣ ↓ ↓ ～ ↓ ↓
９６→２２ NOx ↓ ↓ ～ ～ ～
（ｐｐｍ） ＣＯ ー ー ↓ ～ ～

１１ ＨＣ ー ↓ ↓ ー ～
NOx ↓ ～ ↓ ～ ー

記号 ↑：Increase    ↓：Decrease    －：Ｎｏ　Change   ～：Depends

＊１：６台中１台は、変化なし
＊２：６台中１台は、微増
＊３：６台中１台は、変化なし
＊４：６台中１台は、微増、１台は、変化なし

E/M
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3-2　まとめ
（ａ）アロマ低減（３７％→２２％）時の影響

① １０・１５モードのＣＯ，ＴＨＣおよび１１モードのＴＨＣ、ＮＯｘは

アロマ低減により改善する事が示唆された

② ただし、１０・１５モードＣＯ，ＴＨＣでは、直噴･ﾘｰﾝﾊﾞｰ車とい

う新機構車を中心に、アロマ低減により増加を示す車両も見

られた。

③ １０・１５モードのＮＯｘおよび１１モードＣＯは、増加傾向を示
す車両が多かった.

④ 車両技術パッケージにより、アロマの影響は一様でない事

が示唆された。
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（ｂ）硫黄分低減（９６ｐｐｍ→２２ｐｐｍ）時の影響

① １０・１５モード、１１モードにおいて、規制３成分（ＣＯ，ＴＨＣ，

ＮＯｘ）は、硫黄分低減により改善される事が示唆された。

② ただし、１１モードでは、触媒の早期活性化対応がされてい

る車両以外では、１０・１５モードより影響が出難い傾向にあっ

た。

③ ﾘｰﾝﾊﾞｰﾝ、直噴のＮＯｘ吸蔵還元触媒搭載車では、硫黄の

影響が大きく出る傾向にあった。

④ 車両技術パッケージにより、硫黄の影響度合いが異なる事

が示唆された。
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3-3　排出ガス試験結果 ～ 未規制物質 ～

3-3-1　車両技術の影響

１０・１５モード、１１モードとも排出ガス中のＨＣの低下にともない、未規制

物質が低下する傾向が見られた｡ （一例を下図に示す）
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3-3-2　燃料技術の影響
１０・１５モード、１１モードとも､燃料中のベンゼンの低下が 排出

ガス中の ベンゼンの低下に､効果のある事が確認できた｡
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4　蒸発ガス試験結果

4-1　市場平均性状の燃料（６５．５ｋＰａ）での蒸発ガス

4-1-1　試験結果
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　Current                         　　　　　　　　　　　Prototype　　　　　　　 ＬＥＶ
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4-1-2　既存車とモデル車の技術比較

・モデル車：ｷｬﾆｽﾀ容量（能力）拡大

・モデル車：ﾊﾟｰｼﾞ流量の精密ｺﾝﾄﾛｰﾙ
（ｴﾐｯｼｮﾝおよびﾄﾞﾗｲﾊﾞﾋﾞﾘﾃｨ悪化防止）

Vehicle
Canister
volume（Ｌ）

Vehicle
Canister

Vehicle
Canister

ＧＶ０１ ０．３６ ＧＶ０５ ２．１

ＧＶ５２ ０．４２５ ＧＶ６０ １．３ ＧＶ7０ ３．０

ＧＶ５４ ０．３０ ＧＶ６１ ２．２

Current　Vehicle Prototype　Vehicle LEV

volume（Ｌ） volume（Ｌ）
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4-2　蒸発ガス試験結果 ：燃料性状の影響

4-2-1　試験結果（ＤＢＬへのＲＶＰの影響）
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4-2-2　試験結果（ＲＬへのＲＶＰの影響）
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ＤＢＬに及ぼすキャニスタ能力の影響
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ＲＬに及ぼす燃料タンク燃料油温の影響
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5．ＳＴＥＰⅠまとめ　　

5-1　排出ガス規制物質

（１）車両技術
l モデル車に採用されている直下型触媒、空燃比制御の

精密化等の技術による排出ガス改善が示された。

l １０・１５モードで直噴・リーンバーンエンジンのＮＯｘ、１１
モｰﾄﾞで直噴エンジンのＴＨＣが多い傾向が見られた。

（2）燃料技術　
l アロマ低減により、１０・１５ﾓｰﾄﾞのＣＯ，ＴＨＣ、１１ﾓｰﾄﾞの

ＴＨＣ、ＮＯｘが減少傾向、１０・１５モードＮＯｘ、１１モード
ＣＯは増加傾向が見られた。

l 硫黄分低減が排出ガス低減に効果のあることがわかっ
たが、排出ガス浄化システムにより、硫黄の影響が変わ
ることも示唆された。
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5-2　蒸発ガス

（1）車両技術

l ＨＳＬ、ＤＢＬ低減にキャニスタ能力増大が効果のあるこ
とがわかった。

l ＲＬ低減にキャニスタ能力能力増大、燃料ﾀﾝｸ燃料温度
の上昇抑制が効果あり、パージコントロールの影響も示
唆された。

（2）燃料技術

l キャニスタ能力が破過した場合、ＲＶＰの低減がＤＢＬ、
ＲＬ低減に効果があることがわかった。

l キャニスタ能力が破過しない場合、ＲＶＰの増加により

キャニスタ能力の重量は増加するが、ＤＢＬ，ＲＬにはＲ

ＶＰ低減の影響が見られない事が分かった。



34Ｊａｐａｎ　Ｃｌｅａｎ　Ａｉｒ　Ｐｒｏｇｒａｍ　

JCAPJCAPガソリン車ガソリン車WGWG　　ＳＴＥＰⅠ活動ＳＴＥＰⅠ活動まとめまとめ

ＳＴＥＰⅠ「既存車と既存燃料が排出ガスに与

える影響の研究」においては、排出ガスと蒸発

ガスについて、国内既存車・既存燃料による

実態把握を行い、車両技術・燃料技術におけ

る検討課題を抽出した。


